
令和元年度

政策別コスト情報・

省庁別財務書類の概要

国土交通省

・単位未満切り捨てのため、合計額が一致しないことがあります。

・単位未満の計数がある場合には「0」で表示し、該当計数が皆無の場合は「-」で表示しています。



国土交通省の任務と組織等の概要

国土交通省の任務 （国土交通省設置法第３条）

国土の総合的かつ体系的な利用、開発及び保全、そのための社会資本の整合的な整

備、交通政策の推進、観光立国の実現に向けた施策の推進、気象業務の健全な発達並

びに海上の安全及び治安の確保を図ること。

組織等 年度末定員・・・　58,511人

本省内部部局 施設等機関
大 臣 官 房 国土交通政策研究所

総 合 政 策 局 国土技術政策総合研究所

国 土 政 策 局 国 土 交 通 大 学 校

土 地 ・ 建 設 産 業 局 航 空 保 安 大 学 校

都 市 局 特別の機関
国 土 地 理 院

水 管 理 ・ 国 土 保 全 局
小 笠 原 総 合 事 務 所

道 路 局
自転車活用推進本部

住 宅 局
海 難 審 判 所

鉄 道 局
地方支分部局

自 動 車 局 地 方 整 備 局

海 事 局 北 海 道 開 発 局

港 湾 局 地 方 運 輸 局

航 空 局 地 方 航 空 局

北 海 道 局 航 空 交 通 管 制 部

政 策 統 括 官 外局
観 光 庁

国 際 統 括 官
気 象 庁

審議会等
審 議 会 等 運 輸 安 全 委 員 会

海 上 保 安 庁
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政策目標及び施策目標

政策評価の詳細については、こちらのリンク先を参照してください。
http://www.mlit.go.jp/common/001266269.pdf

～政策評価について～

○政策目標
○施策目標

○　暮 ら し ・ 環 境
１　少子・高齢化等に対応した住生活の安定の確保及び向上の促進

1　居住の安定確保と暮らしやすい居住環境・良質な住宅ストックの形成を図る
2　住宅の取得・賃貸・管理・修繕が円滑に行われる住宅市場を整備する

２　良好な生活環境、自然環境の形成、バリアフリー社会の実現
3　総合的なバリアフリー化を推進する
4　海洋・沿岸域環境や港湾空間の保全・再生・形成、海洋廃棄物処理、海洋汚染防止を推進する
5　快適な道路環境等を創造する
6　水資源の確保、水源地域活性化等を推進する
7　良好で緑豊かな都市空間の形成、歴史的風土の再生等を推進する
8　良好な水環境・水辺空間の形成・水と緑のネットワークの形成、適正な汚水処理の確保、下水道資源の循環を推進する

３　地球環境の保全
9　地球温暖化防止等の環境の保全を行う

○　安　　　　全
４　水害等災害による被害の軽減

10　自然災害による被害を軽減するため、気象情報等の提供及び観測・通信体制を充実する
11　住宅・市街地の防災性を向上する
12　水害・土砂災害の防止・減災を推進する
13　津波・高潮・侵食等による災害の防止・減災を推進する

５　安全で安心できる交通の確保、治安・生活安全の確保
14　公共交通の安全確保・鉄道の安全性向上、ハイジャック・航空機テロ防止を推進する
15　道路交通の安全性を確保・向上する
16　自動車事故の被害者の救済を図る
17　自動車の安全性を高める
18　船舶交通の安全と海上の治安を確保する

○　活　　　　力
６　国際競争力、観光交流、広域・地域間連携等の確保・強化

19　海上物流基盤の強化等総合的な物流体系整備の推進、みなとの振興、安定的な国際海上輸送の確保を推進する
20　観光立国を推進する
21　景観に優れた国土・観光地づくりを推進する
22　国際競争力・地域の自立等を強化する道路ネットワークを形成する
23　整備新幹線の整備を推進する
24　航空交通ネットワークを強化する

７　都市再生・地域再生の推進
25　都市再生・地域再生を推進する

８　都市・地域交通等の快適性、利便性の向上
26　鉄道網を充実・活性化させる
27　地域公共交通の維持・活性化を推進する
28　都市・地域における総合交通戦略を推進する
29　道路交通の円滑化を推進する

９　市場環境の整備、産業の生産性向上、消費者利益の保護
30　社会資本整備・管理等を効果的に推進する
31　不動産市場の整備や適正な土地利用のための条件整備を推進する
32　建設市場の整備を推進する
33　市場・産業関係の統計調査の整備・活用を図る
34　地籍の整備等の国土調査を推進する
35　自動車運送業の市場環境整備を推進する
36　海事産業の市場環境整備・活性化及び人材の確保等を図る

○　横断的な政策課題
１０　国土の総合的な利用、整備及び保全、国土に関する情報の整備

37　総合的な国土形成を推進する
38　国土の位置・形状を定めるための調査及び地理空間情報の整備・活用を推進する
39　離島等の振興を図る
40　北海道総合開発を推進する

１１　ＩＣＴの利活用及び技術研究開発の推進
41　技術研究開発を推進する
42　情報化を推進する

１２　国際協力、連携等の推進
43　国際協力、連携等を推進する

１３　官庁施設の利便性、安全性等の向上
44　環境等に配慮した便利で安全な官庁施設の整備・保全を推進する
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　１.　少子・高齢化等に対応した住生活の安定の確保及び向上の推進（政策にかかったコスト　１，５４４億円）

　（概要）
　・高齢者、子どもを育成する家庭等を含む全ての世帯において、居住の安定が確保されるとともに、暮らし
   やすい居住環境・良質な住宅ストックの形成を図る。
  ・住宅ストックの質の向上を図る取組や、市場における適正な取引の実現に資する施策等を通じ、適切に
   維持管理された住宅ストックが円滑に流通する市場環境を整備する。これにより、 良質な住宅ストックが
   将来世代へ承継されるとともに、国民が求める住宅を無理のない負担で安心して選択できる市場の実現
　 を目指す。

　（成果事例）
  ・住宅ローン減税等の税制の特例措置により優良な持家の取得を促進した。
  ・住宅金融支援機構のフラット３５Ｓにより、耐久性・可変性等の性能に優れた住宅の取得を金利の引下げ
   で支援した。

　２.　良好な生活環境、自然環境の形成、バリアフリー社会の実現（政策にかかったコスト　３４３億円）

　（概要）
  ・海洋汚染防止対策や干潟の再生等を実施することにより、良好な海洋・海岸・沿岸域環境や港湾空間の
   保全・再生・形成を図る。

　（成果事例）
  ・港湾整備により発生する浚渫土砂や内陸部での最終処分場の確保が困難な廃棄物等を受け入れるため、
   海面処分場の計画的な整備を実施した。

　３.　地球環境の保全（政策にかかったコスト　７９億円）

　（概要）
  ・地球温暖化対策をはじめとする環境政策・省エネルギー政策を推進することで、国土交通分野における
   環境負荷の低減を図る。

　（成果事例）
  ・住宅・建築物の省エネルギー化を推進するため、省エネルギー等に係る先導的な技術を導入する住宅・
   建築物プロジェクト、既存建築物の省エネ改修の取組に対して支援した。

　４.　水害等災害による被害の軽減(政策にかかったコスト　２，７２０億円)

　（概要）
  ・防災性の高い施設及び環境を整備することにより、住宅・市街地における安全・安心度を高める。
  ・洪水・土石流等による国民の生命・財産に係る被害の防止・軽減を図るため、河川事業や砂防事業等の
   ハード整備を実施するとともに、ハザードマップの周知などのソフト対策を一体として実施することにより水
   害・土砂災害の防止・減災を推進する。

　（成果事例）
  ・都市における防災機能を強化し、安全で安心できる都市づくりを推進するため、帰宅困難者対策のため
   の既存公園の防災機能強化や、震災時の避難地や防災拠点となる都市公園等の整備を行った。
  ・水害・土砂災害への対応として、河川改修や砂防堰堤の整備などのハード対策に加え、ハザードマップを
   活用した防災訓練などのソフト対策を実施した。

～各政策における事業概要～～各政策における事業概要～～各政策における事業概要～～各政策における事業概要～
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　５.　安全で安心できる交通の確保、治安・生活安全の確保(政策にかかったコスト　４，２４１億円)

　（概要）
  ・車両安全対策を実施し自動車の安全性を向上させることにより、令和２年を目処に交通事故死者数を
   ２，５００人以下に減少させる。
  ・すべての人が安心して海を利用し様々な恩恵を享受できるよう船舶交通の安全と海上の治安を確保する。

　（成果事例）
　・子供・高齢者の安全対策，歩行者・自転車乗員の安全対策，大型車がからむ重大事故対策や，自動運転
　 など新技術への対応を中心に車両安全対策を推進した。
  ・海難救助、海上災害への迅速な対応等のため、速力、捜索監視能力等の向上を図った巡視船艇・航空機
   の整備等を行った。

　６.　国際競争力、観光交流、広域・地域間連携等の確保・強化（政策にかかったコスト　３，９６３億円）

　（概要）
　・国民経済の発展、国際相互理解の増進、国民生活の安定向上、災害、事故等へのリスクへの備え等の
　 実現を図り、観光立国を推進する。
  ・国際競争力・地域の自立等を強化するため、国際物流に対応した基幹ネットワークや日常の暮らしを支え
　 る生活幹線道路ネットワークを構築する。
  ・我が国の基幹的な高速輸送体系を形成する整備新幹線について、着実に整備を進める。

　（成果事例）
　・訪日プロモーションを実施するとともに、地域のインバウンド受入環境の整備や潜在的観光資源の開拓、
 　観光資源の魅力向上等を行った。
　
　・迅速かつ円滑な物流の実現等のため、三大都市圏環状道路等を中心とする根幹的な道路網を整備した。
  ・我が国の基幹的な高速輸送体系を形成する整備新幹線について、着実に整備を進めた。

　７.　都市再生・地域再生の推進（政策にかかったコスト　４６０億円）

　（概要）
  ・都市・地域の魅力ある将来像を実現するため、都市の競争力・成長力を高めるとともに、地域の活性化を
   図るなど、都市再生・地域再生を推進する。

　（成果事例）
   ・都市再生の喫緊の課題である大規模工場跡地の基盤整備や中心市街地等の基盤整備による街区再編

   等を通じて、民間事業者等の都市再生への投資を誘導した。

　８.　都市・地域交通等の快適性、利便性の向上（政策にかかったコスト　７９４億円）

　（概要）
  ・地域の経済活動、住民の日常生活や社会生活を支える基盤として必要不可欠な地域公共交通について
   支援を行うところにより維持・活性化を推進する。
  ・集約型都市構造を目指す都市において、自動車に過度に依存することなく移動できる環境を創出するた
   め、都市交通施策や土地利用誘導等のまちづくりにより基幹的な公共交通の駅、停留所等から一定の圏
   域内に居住している人口を増加させる。

　（成果事例）
  ・離島航路の維持・改善を図り、民生の安定及び向上に資するため、令和元年度においては、離島航路
   事業者に対して離島航路補助（運営費等補助）等の支援を行った。
  ・自由通路・駅前広場等の交通結節点の整備や駅施設・駅前広場のバリアフリー化により公共交通の利便
   性向上を図り、都市内の公共交通機関に対する支援等を実施することで、都市交通の円滑化を推進する
   など、都市・地域総合交通戦略の推進について支援した。
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　９.　市場環境の整備、産業の生産性向上、消費者利益の保護（政策にかかったコスト　３００億円）

　（概要）
　・建設企業が置かれた厳しい状況を踏まえ、建設企業の健全な経営環境の整備や技能労働者の確保・育
   成を図るとともに、我が国建設業の海外展開を推進する。
  ・地籍の整備等の国土調査を推進し、地籍の明確化を図ること等により、土地に関する最も基礎的な情報
   を整備する。

　（成果事例）
  ・ 中堅中小建設企業による生産性向上に向けた取組に伴う課題への相談支援等を実施した。
    また、ベトナム（令和元年１１月）において、我が国企業とベトナム企業とのビジネスマッチング等を開催した。

  ・市町村等が行う地籍調査について、大規模災害に備えた事前防災対策の推進、被災後の復旧・復興の
   迅速化、インフラ整備の円滑化、まちづくりの推進、所有者不明土地対策等に資するものを重点的に支
   援し、約８００の市区町村において、正確な境界、面積等の土地に関する基礎的情報の整備等を推進した。

　１０.　国土の総合的な利用、整備及び保全、国土に関する情報の整備
　　　　（政策にかかったコスト ２兆５，９６４億円）

　（概要）
  ・国土形成計画等の推進により多様な広域ブロックが自立的に発展する国土を構築するとともに、美しく、
   暮らしやすい国土の形成を図る。
  ・国土政策上重要な役割を担っている離島等について、産業基盤及び生活環境に関する地域格差の是正を
　 図るとともに、離島等の特性を生かした自立的発展を図ることで、離島における定住の促進等を図る。
  ・国土の管理、災害・危機管理対応等や、国民生活の利便性の向上、地域及び産業の活性化に資するため、
   地理空間情報を整備・更新するとともに、その高度な活用を推進する。

　（成果事例）
  ・国土形成計画に掲げられた「対流促進型国土」の形成に向け、国土審議会計画推進部会において
   調査審議を行ったほか、広域地方計画の着実な推進に向けた調査・検討を行った。
　・離島等の振興に関しては、離島活性化交付金・奄美群島振興交付金により、離島における交流人口増加
　 に向けた取組や奄美群島における観光振興等の取組が進められたほか、小笠原諸島振興開発事業費
　 補助金により、小笠原諸島における産業振興や生活環境の改善等の取組が進められた。
  ・令和元年度においては、引き続き国土の位置・形状を定めるため、電子基準点網について安定的な
   運用管理を行った。また、首都直下地震緊急対策区域における空中写真撮影など、国土に関する
　 地理空間情報を整備し、提供内容を充実させるとともに、その活用を推進した。

　１１.　ＩＣＴの利活用及び技術研究開発の推進（政策にかかったコスト　３２６億円）

　（概要）
  ・国土交通省及び交通分野における国民生活・社会経済活動に重大な影響を及ぼすIT障害の発生を防ぐ
   ことにより国民生活・社会経済活動の安全を保つ。

　（成果事例）
  ・内閣官房、関係部局、事業者等と連携して、重要インフラにおけるＩＴ障害時を想定した机上訓練を実施し、
   安全基準等に基づく対処要領や関係者間の連絡・調整要領について、関係者の習熟を図るとともに、
   各プレイヤーの行動の適・不適を事後的に評価の上、成果報告書を取りまとめた。

　１２.　国際協力、連携等の推進（政策にかかったコスト　１９億円）

　（概要）
  ・インフラシステムの海外展開という観点から、関係機関と連携して、案件発掘・形成調査やトップセールス
   等の多面的な戦略的施策を推進する。
  ・良好な国際関係を構築するため、相手国・国際機関との多国間・二国間会議等を継続的に実施するとと
   もに、開発途上国の自立的発展を促進するため、研修員受け入れ、専門家派遣、各種調査等の国際協
   力・支援を推進する。

　（成果事例）
  ・国際協力・連携の実施にあたり、日ASEAN交通大臣会合（令和元年１１月、ベトナム）等の多国間会議、
　日中ハイレベル経済対話（平成３１年４月、中国）、日インドネシア交通次官級会合（令和元年１１月、東京）
　等の二国間の会議を積極的に開催 した。
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　１３.　官庁施設の利便性、安全性等の向上（政策にかかったコスト　１４９億円）

　（概要）
  ・行政等のサービス提供の場として、国民の生活や経済社会活動を支えている官庁施設について、環境等
   に配慮した便利で安全なものとなるよう、効率的に整備・保全を推進する。

　（成果事例）
  ・令和元年度予算において、建築基準法に基づく耐震性能を満たしていない官庁施設及び災害応急対策
   活動の拠点としての所要の耐震性能を満たしていない官庁施設について、耐震化を推進した。

　※上記各政策にかかったコストの金額は、国土交通省省庁別財務書類の業務費用計算書の費用を政策
　　 毎に配分した額を計上しております。
　※概要及び成果事例については、代表例を記載しております。
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凡例
政策①少子・高齢化等に対応した住生活の安定の確保及び向上の促進
政策②良好な生活環境、自然環境の形成、バリアフリー社会の実現
政策③地球環境の保全
政策④水害等災害による被害の軽減
政策⑤安全で安心できる交通の確保、治安・生活安全の確保
政策⑥国際競争力、観光交流、広域・地域間連携等の確保・強化
政策⑦都市再生・地域再生の推進
政策⑧都市・地域交通等の快適性、利便性の向上
政策⑨市場環境の整備、産業の生産性向上、消費者利益の保護
政策⑩国土の総合的な利用、整備及び保全、国土に関する情報の整備
政策⑪ＩＣＴの利活用及び技術研究開発の推進
政策⑫国際協力、連携等の推進
政策⑬官庁施設の利便性、安全性等の向上

政策①, 
541

政策②, 
350

政策③, 
112

政策④, 
2,571

政策⑤, 
3,823 政策⑥, 

3,362
政策⑦, 

271
政策⑧, 

944
政策⑨, 

299

政策⑩, 
24,430

政策⑪, 
345

政策⑫, 
15

政策⑬, 
131

官房経費等, 
46,549

政策①, 
1,544

政策②, 
343

政策③, 
79

政策④, 
2,720

政策⑤, 
4,241

政策⑥, 
3,963

政策⑦, 460

政策⑧, 794

政策⑨, 300

政策⑩, 
25,964

政策⑪, 326

政策⑫, 
19

政策⑬, 149

官房経費等, 
41,367

政策別コスト情報は、より一層の財務情報の充実を図るため、平成21年度より各省庁において作成・公

表されているものです。省庁別財務書類の業務費用計算書において人件費などの形態別に表示されてい

る費用を、各省庁の政策評価項目毎に配分して表示したセグメント情報として作成しています。

さらに、政策別コスト情報ではフローの情報だけではなく、政策によっては各省庁が保有する資産を活用

して事務・事業を行っているもののほか、政策にかかるコストとして算入された減価償却費についても基と

なる資産があることから、政策に関する主な資産（負債）をストック情報として表示しています。ストック情報

についてはP１１を参照してください。

業務費用計算書については、P１６も参照してください。

～政策別コストの前年度比較～

83,749億円 82,275億円

▲1,474億円

【平成30年度】 【令和元年度】

政策別コスト情報とは

（単位：億円）
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【元年度政策別コスト情報　経費別内訳】

【元年度政策別コスト情報　会計別内訳】

（単位：億円）　

（単位：億円）　

政策別コストの経費別内訳概要

主な特色として、全体経費のうち、「補助金等」の割合が46％※と大きく、地方公共団体等が行う社会資本整

備を総合的・一体的に支援する「社会資本整備総合交付金」等を計上している「10.国土の総合的な利用、整備

及び保全、国土に関する情報の整備」が主な政策となっています。そのほか、公共用財産（海岸、治水、道路、

港湾）等の「減価償却費」が37％※を占めています。
※パーセント表示は小数点以下切り捨てています。

人件費
退職給付引当
金等繰入額

空港等
整備費等

補助金等 委託費等
独立行政法人
運営費交付金

他会計への
繰入

庁費等 減価償却費 支払利息
資産処分

損益
その他の
業務費用

1．少子・高齢化等に対応した住生活の安定の確保及び向上の促進 1,544 14 1 - 1,523 0 - - 3 - - - 0

2．良好な生活環境、自然環境の形成、バリアフリー社会の実現 343 36 6 - 143 5 - - 145 - - - 4

3．地球環境の保全 79 1 0 - 76 0 - - 1 - - - 0

4．水害等災害による被害の軽減 2,720 390 62 - 2,084 8 - - 150 - - - 24

5．安全で安心できる交通の確保、治安・生活安全の確保 4,241 1,420 199 10 808 13 124 0 1,528 - - - 135

6．国際競争力、観光交流、広域・地域間連携等の確保・強化 3,963 327 53 951 2,297 1 207 0 80 - 20 - 23

7．都市再生・地域再生の推進 460 14 1 - 439 0 - - 3 - - - 0

8．都市・地域交通等の快適性、利便性の向上 794 64 10 - 701 2 2 - 8 - - - 5

9．市場環境の整備、産業の生産性向上、消費者利益の保護 300 42 5 - 122 4 72 - 48 - - - 4

10．国土の総合的な利用、整備及び保全、国土に関する情報の整備 25,964 247 36 - 25,584 9 - - 78 - - - 8

11．ＩＣＴの利活用及び技術研究開発の推進 326 52 7 - 31 6 164 - 62 - - - 1

12．国際協力、連携等の推進 19 3 0 - - 13 - - 1 - - - 0

13．官庁施設の利便性、安全性等の向上 149 22 3 - - - - - 122 - - - 1

官房経費等 41,367 638 99 1 4,125 2 - 1 645 31,203 7 4,600 41

コスト計 82,275 3,275 487 963 37,938 70 572 1 2,880 31,203 28 4,600 253

※減価償却費は、各事業、政策単位で把握することが困難なため、「官房経費等」に 一括計上しています。

経費
区分 合計

自動車
安全

東日本大
震災復興

1．少子・高齢化等に対応した住生活の安定の確保及び向上の促進 1,544 - 0 - 1,544

2．良好な生活環境、自然環境の形成、バリアフリー社会の実現 329 9 3 - 343

3．地球環境の保全 79 - - - 79

4．水害等災害による被害の軽減 2,720 - - ▲ 0 2,720

5．安全で安心できる交通の確保、治安・生活安全の確保 2,588 1,653 - ▲ 0 4,241

6．国際競争力、観光交流、広域・地域間連携等の確保・強化 3,438 1,042 78 ▲ 596 3,963

7．都市再生・地域再生の推進 460 - - - 460

8．都市・地域交通等の快適性、利便性の向上 762 25 7 - 794

9．市場環境の整備、産業の生産性向上、消費者利益の保護 299 - 1 - 300

10．国土の総合的な利用、整備及び保全、国土に関する情報の整備 23,761 - 2,203 ▲ 0 25,964

11．ＩＣＴの利活用及び技術研究開発の推進 326 - - ▲ 0 326

12．国際協力、連携等の推進 19 - - - 19

13．官庁施設の利便性、安全性等の向上 149 - - - 149

官房経費等 39,158 1,163 1,098 ▲ 52 41,367

コスト計 75,637 3,893 3,392 ▲ 648 82,275

特別会計

区分 一般会計 相殺消去 政策別計
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～政策別コストの経費別 前年度比較～

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000 35,000 40,000 45,000 50,000

元年度

30年度

元年度

30年度

元年度

30年度

元年度

30年度

元年度

30年度

元年度

30年度

元年度

30年度

元年度

30年度

元年度

30年度

元年度

30年度

元年度

30年度

元年度

30年度

元年度

30年度

元年度

30年度

人件費 退職給付引当金等繰入額 空港等整備費等
補助金等 委託費 独立行政法人運営費交付金
他会計への繰入 庁費等 減価償却費
支払利息 資産処分損益 その他の業務費用

（単位：億円）

前年度に比べ増加額が最も大きいのは、政策⑩「国土の総合的な利用、整備及び保全、国土に関する情報の整備」で

す。防災・安全社会資本整備交付金の支出額の増加等によりコストも増加しています。

前年度に比べ減少額が最も大きいのは、政策⑧「都市・地域交通等の快適性、利便性の向上」です。高速道路通行者負

担軽減補助金の支出額の減少等によりコストも減少しています。

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000

元年度

30年度

元年度

30年度

元年度

30年度

元年度

30年度

元年度

30年度

元年度

30年度

元年度

30年度

元年度

30年度

元年度

30年度

政策④

政策⑦

政策⑨

政策①

政策②

政策③

政策⑤

政策⑥

政策⑧

政策別コスト(30'-1'） （単位：億円）

区分 30年度 元年度
対前年度
（増▲減）

政策①少子・高齢化等に対応した住生活の安定の確保及び向上の促進 541 1,544 1,003

政策②良好な生活環境、自然環境の形成、バリアフリー社会の実現 350 343 ▲ 6

政策③地球環境の保全 112 79 ▲ 33

政策④水害等災害による被害の軽減 2,571 2,720 148

政策⑤安全で安心できる交通の確保、治安・生活安全の確保 3,823 4,241 417

政策⑥国際競争力、観光交流、広域・地域間連携等の確保・強化 3,362 3,963 600

政策⑦都市再生・地域再生の推進 271 460 188

政策⑧都市・地域交通等の快適性、利便性の向上 944 794 ▲ 149

政策⑨市場環境の整備、産業の生産性向上、消費者利益の保護 299 300 1

政策⑩国土の総合的な利用、整備及び保全、国土に関する情報の整備 24,430 25,964 1,533

政策⑪ＩＣＴの利活用及び技術研究開発の推進 345 326 ▲ 19

政策⑫国際協力、連携等の推進 15 19 4

政策⑬官庁施設の利便性、安全性等の向上 131 149 17

官房経費等 46,549 41,367 ▲ 5,181

コスト計 83,749 82,275 ▲ 1,474

政　策　①

政　策　②

政　策　③

政　策　④

政　策　⑤

政　策　⑥

政　策　⑦

政　策　⑧

政　策　⑨

政　策　⑩

政　策　⑪

政　策　⑫

政　策　⑬

官房経費等

元年度
30年度
元年度
30年度
元年度
30年度

政策⑪

政策⑫

政策⑬
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43,280 44,438 45,246 46,549
41,367

26,807 25,865 25,253 24,430

25,964

1,099 966 890 944

794

2,636 3,350 3,468 3,362

3,963

3,607 3,602 3,809 3,823

4,241

2,486 2,648 2,639 2,571
2,720

668 733 928 541
1,544

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

27年度 28年度 29年度 30年度 元年度

1．少子・高齢化等に対応した住生活の

安定の確保及び向上の促進

2．良好な生活環境、自然環境の形成、

バリアフリー社会の実現

3．地球環境の保全

4．水害等災害による被害の軽減

5．安全で安心できる交通の確保、治

安・生活安全の確保

6．国際競争力、観光交流、広域・地域

間連携等の確保・強化

7．都市再生・地域再生の推進

8．都市・地域交通等の快適性、利便性

の向上

9．市場環境の整備、産業の生産性向

上、消費者利益の保護

10．国土の総合的な利用、整備及び保

全、国土に関する情報の整備

11．ＩＣＴの利活用及び技術研究開発の

推進

12．国際協力、連携等の推進

13．官庁施設の利便性、安全性等の向

上

官房経費等

8兆2,275億円合計： 8兆2,955億円

（単位：億円）

～政策別コストの経費別推移～

平成27年度からの 5 カ年の経費別推移で増減額が 最も 大きいのは、 「 10. 国土の総合的な利用、整備及び

保全、国土に関する情報の整備」 です。平成 27 年度は、社会資本整備総合交付金や防災・安全社会資本整

備交付金等の減少、平成 28 、 29 年度は復興の進展により東日本大震災復興交付金等が減少、平成 30 年度

は社会資本整備交付金等の減少により、平成27年度から平成30年度まで減少傾向となっていましたが、令和

元年度は防災・安全社会資本整備交付金の増加等により、前年度に比べ政策10の経費は増加となっていま

す。

8兆3,749億円8兆3,773億円

※グラフ内計数は5カ年すべてで

コスト400億円以上の政策のみ記載

8兆3,066億円
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～ストック情報の前年度比較～

○令和元年度末における、「資産合計」は、165.2兆円（前年度末比+2.3兆円）

ここでは、資産ごとの前年度比較をグラフに表しています。詳細については、P１４省庁別財務書類

ストックの状況（貸借対照表）で説明しています。

41 70 
139,059 145,302 

3,324 3,368 

1,437,700 1,448,161 

33,960 35,539 

9,323 8,626 
686 7,408 
760 747 
4,101 3,695 

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

1,800,000

30年度末 元年度末

現金・預金

たな卸資産

未収金等

貸付金

国有財産（公共

用財産を除く）

公共用財産

物品

出資金

その他の資産

（単位：億円）

合計：162兆8.956億円 合計：165兆2,921億円
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省庁別財務書類とは

省庁別財務書類は、各省庁のこれまでの予算執行の結果である資産や負債などのストックの状

況、当該年度の費用や財源などのフローの状況といった財務状況を一覧でわかりやすく開示する

観点から企業会計の考え方及び手法（発生主義、複式簿記）を参考として、平成14年度決算分よ

り作成・公表しているものです。

省庁別財務書類においては、一般会計及び特別会計を合算した「省庁別財務書類」のほか、参

考として各省庁の業務と関連する事務・事業を行っている独立行政法人などを連結した「省庁別

連結財務書類」も作成・公表しています。

（単位：十億円）
前年度 元年度 前年度 元年度

（平成31年3月31日） （令和2年3月31日） （平成31年3月31日） （令和2年3月31日）

<資産の部> <負債の部>
現金・預金 410 369 未払金等 54 50
たな卸資産 76 74 賞与引当金 43 44
未収金等 68 740 借入金 533 496
貸付金 932 862 退職給付引当金 653 601
貸倒引当金 ▲ 38 ▲ 38 他会計繰戻未済金 7 5
有形固定資産 147,498 148,706 その他の負債 123 795
　国有財産（公共用財産除く） 3,396 3,553
　公共用財産 143,770 144,816
　　（うち公共用財産用地） 39,594 39,729
　　（うち公共用財産施設） 103,905 104,704
　物品 332 336 負債合計 1,416 1,992
出資金 13,905 14,530 <資産・負債差額の部>
その他の資産 42 44 資産・負債差額 161,479 163,299
資産合計 162,895 165,292 負債及び資産・負債差額合計 162,895 165,292

貸借対照表（令和元年度末）

（単位：十億円）

前年度 元年度
（自 平成30年4月01日） （自 平成31年4月01日）

（至 平成31年3月31日） （至 令和 2年3月31日）

人件費 328 327
退職給付引当金等繰入額 66 48
空港等整備費等 53 96
補助金等 3,436 3,793
委託費等 5 7
独立行政法人運営費交付金 51 57
他会計への繰入 0 0
庁費等 272 288
減価償却費 3,707 3,120
支払利息 4 2
資産処分損益 413 460
その他の業務費用 35 25
本年度業務費用合計 8,374 8,227

業務費用計算書（令和元年度）
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～省庁別財務書類(国土交通省)の概要～

～貸借対照表のポイント～

（資産）

○貸付金には、地方公共団体及び民間事業者等に対する貸付金を計上しています。

○国有財産（公共用財産を除く）には、空港に係る用地等を計上しています。

○公共用財産用地には、道路用地及び治水用地等を計上しています。

○公共用財産施設には、道路施設及び治水施設等を計上しています。

○出資金には、国有財産として管理されている政府出資等のうち、政策目的をもって保有してい

るものを計上しています。

（負債）

○未払金等には、ＰＦＩ事業者及び補助率差額等に係る未払金等を計上しています。

○借入金には、財政融資資金及び地方公共団体からの借入金を計上しています。

○退職給付引当金には、退職手当及び整理資源等に係る引当金を計上しています。

国土交通省の省庁別財務書類においては、一般会計及び特別会計（自動車安全特別会計、東日

本大震災復興特別会計）を合算（会計間取引については、相殺消去）して作成しています。

また、ここでは「貸借対照表」と「業務費用計算書」を中心に説明していますが、省庁別財務

書類においては、このほか、資産・負債差額の増減を要因別に表している「資産・負債差額増減

計算書」、財政資金の流れを決算を組み替えて区分別に明らかにしている「区分別収支計算

書」、さらに各計算書の附属明細書も作成しています。

詳細については、別途公表している「省庁別財務書類」、「特別会計財務書類」をご参照くだ

さい。

～業務費用計算書のポイント～

（費用）

○人件費には、職員基本給、職員諸手当、超過勤務手当、退職手当、児童手当、国家公

務員共済組合負担金等を計上しています。

○補助金等には、「補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律」第2条第1項で規定

する補助金等に該当するものを計上しています。

○減価償却費には、有形固定資産及び無形固定資産に係る減価償却費を計上しています。

○資産処分損益には、たな卸資産及び有形固定資産等の売却、除却等の処分に伴い生じた

損益を計上しています。

※業務費用計算書には、国の業務実施に伴い発生した費用を発生主義で計上しています。
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省庁別財務書類 ストックの状況 （貸借対照表）

資 産（165兆2,921億円）

【現金・預金】

日本銀行預金、財政融資資金預託金

【たな卸資産】

航空保安用品、売却を前提として保有する国有財産

等

【未収金等】

債務者等に対する未収回収金、受託事業費債権等

【貸付金】

地方公共団体、民間事業者等に対する貸付金

【国有財産（公共用財産を除く）】

土地、工作物、建物等

【公共用財産】

道路施設、治水施設等

【物品】

通信機器、車両、美術品等

【出資金】

独立行政法人、特殊会社への出資金

【その他の資産】

無形固定資産、貸倒引当金等
41 70 

139,059 145,302 

3,324 3,368 

1,437,700 1,448,161 

33,960 35,539 

9,323 8,626 
686 7,408 
760 747 
4,101 3,695 

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

1,800,000

30年度末 元年度末

主な増減項目について（前年度末比+2兆3,964億円）
・公共用財産 144兆8,161億円 （前年度末比+1兆461億円）

･･･道路施設、治水施設等の公共用財産施設の増 +7,997億円 等

・未収金等 7,408億円 （前年度末比+6,721億円）

･･･財産利用料債権に係る未収金の増 +6,454億円 等

・出資金 14兆5,302億円 （前年度末比+6,243億円）

･･･(独)日本高速道路保有・債務返済機構への出資金の増 +5,165億円 等

・貸付金 8,626億円 （前年度末比▲696億円）

･･･地方道路公社、（独）日本高速道路保有・債務返済機構に対する

貸付金の回収による減 ▲301億円 等

合計：162兆8,956億円 合計：165兆2,921億円

（単位：億円）
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負 債（1兆9,928億円）

主な増減項目について（前年度末比＋5,763億円）
・その他の負債 7,950億円 （前年度末比＋6,712億円）

・・・国管理空港特定運営事業に係る前受公共施設等運営権対価収入の増 等

・退職給付引当金 6,012億円 （前年度末比▲519億円）

・・・退職者の増加による減 等

合計：1兆4,165億円 合計：1兆9,928億円

【未払金等】

ＰＦＩ事業、補助率差額等に係る未払金等

【賞与引当金】

6月支給の期末手当・勤勉手当に係る引当金

【借入金】

財政融資資金、地方公共団体からの借入金

【退職給付引当金】

退職手当等に係る引当金

【他会計繰戻未済金】

財務省主管一般会計への繰戻未済金

【その他の負債】

財政投融資特別会計特定国有財産整備勘定への未渡不動

産、ファイナンス・リース取引に伴うリース債務、国管理空港特

定運営事業に係る前受公共施設等運営権対価収入等

1,237 

7,950 

78 

52 

6,531 

6,012 
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20,000 30年度末 元年度末

（単位：億円）
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　費用（8兆2,275億円）

省庁別財務書類 フローの状況(業務費用計算書)

主な増減項目について（前年度比▲1,474億円）
・減価償却費 3兆1,203億円 （前年度比▲5,870億円）

･･･公共用財産の減価償却費 ▲5,892億円、物品の減価償却費 ▲37億円 等

・補助金等 3兆3,793億円 （前年度比＋3,574億円）

･･･地域の防災・減災、安全を実現する事業等を支援する「防災・安全社会資本整備交付金」

+1,228億円 等

合計：8兆3,749億円 合計：8兆2,275億円

【人件費】

職員の給与等

【補助金等】

・防災･安全社会資本整備交付金 1兆3,307億円

・社会資本整備総合交付金 8,141億円

・河川等災害復旧事業費補助 2,342億円

・社会資本整備総合交付金（東日本大震災復興事業費） 1,022億円

・河川等災害復旧事業費補助 999億円 等

【委託費等】

・経済協力調査委託費 12億円

・民族共生象徴空間運営委託費 8億円

・国際民間航空機関等分担金 8億円

・世界気象機関等分担金 6億円

・技術研究開発委託費 4億円 等

【独立行政法人運営費交付金】

・(独)国際観光振興機構（一般勘定） 165億円

・(国)土木研究所 86億円

・(独)自動車事故対策機構 73億円 等

【減価償却費】

公共用財産、国有財産、物品等の減価償却費

【その他の業務費用】

国有資産所在市町村交付金、旅費、貸倒引当金繰入額等

【退職給付引当金等繰入額】

賞与、退職手当等に係る引当金への繰入額

【空港等整備費等】

空港等整備費、保障費等、自賠責再保険等

【他会計への繰入】

・他省庁主管一般会計への繰入 1億円

【庁費等】

調査費、事務費等

【支払利息】

財政融資資金からの借入金に係る利息、PFI事業に係る利息等

【資産処分損益】

たな卸資産、有形固定資産等の売却、除却等により生じた損益

356 253 

4,137 4,600 

43 
28 
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（単位：億円）
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（参考）省庁別連結財務書類について

省庁別連結財務書類は、省庁別財務書類に独立行政法人などの財務諸表を連結

したものであり、参考情報として作成・公表しています。

(単位:十億円）

元年度

（自 平成30年4月 1日） （自 平成31年4月 1日）

（至 平成31年3月31日） （至 令和 2年3月31日）

人件費 466 468

退職給付引当金等繰入額 93 78

売上原価 3,368 2,179

空港等整備費 52 86

補助金等 3,247 3,592

委託費等 15 15

他会計への繰入 0 0

庁費等 269 282

減価償却費 5,143 4,577

支払利息等 746 663

その他の業務費用 1,841 1,895

本年度業務費用合計 15,243 13,838

連結業務費用計算書（令和元年度末）

　　　　　　　　　　　前年度

(単位:十億円）

前年度 元年度 前年度 元年度
（平成31年3月31日） （令和2年3月31日） （平成31年3月31日） （令和2年3月31日）

＜ 資産の部 ＞ ＜ 負債の部 ＞

現金・預金 4,461 5,584 未払金等 1,760 1,622

有価証券 1,792 1,415 債券 49,063 49,845

たな卸資産 688 679 借入金 23,389 23,225

未収金等 1,552 2,462 退職給付引当金 1,049 1,001

貸付金 27,588 27,934 その他の引当金 635 565

破産更生債権等 321 318 他会計繰戻未済金 7 5

割賦債権 2,649 2,518 その他の負債 1,907 2,875

貸倒引当金 ▲ 242 ▲ 285

有形固定資産 215,475 217,109

国有財産等（公共用財産
を除く）

25,077 25,210

　　公共用財産 188,648 190,097

　　　（うち公共用財産用地） 49,052 49,280

　　　（うち公共用財産施設） 137,059 137,840

　　物品等 1,749 1,801

無形固定資産 566 595 負債合計 77,814 79,141

出資金 94 101

その他の資産 55 62 資産・負債差額 177,190 179,354

資産合計 255,004 258,496
負債及び資産・
負債差額合計

255,004 258,496

連結貸借対照表（令和元年度末）

＜ 資産・負債差額の部 ＞
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省庁別連結財務書類ストックの状況（貸借対照表）

　資産

　主な増減項目について（対前年度末比：＋3兆4,916億円）
・現金・預金 5兆5,841億円　（前年度末比：＋1兆1,224億円）

・・・

・公共用財産 190兆972億円　（前年度末比：＋1兆4,487億円）

・・・
2兆5,189億円　（前年度末比：▲1,305億円）

・・・

　・（独）住宅金融支援機構

　・（独）鉄道建設・運輸
　  施設整備支援機構　

　・国土交通省

等

　・（独）鉄道建設・運輸
 　  施設整備支援機構　

　・（独）水資源機構

等

 ○国有財産等 252,103億円
　・（独）都市再生機構

　・（独）鉄道建設・運輸
 　  施設整備支援機構　

等
 ○公共用財産 1,900,972億円
　　・国土交通省

 　　・（独）日本高速道路
 　　 保有・債務返済機構

等
 ○物品等     18,018億円
　　・（独）日本高速道路
  　　保有・債務返済機構

　　・国土交通省

等

（258兆4,966億円）

（独）日本高速道路保有・債務返済機構における、現金・預金の増　等

国土交通省における、公共用財産の増　等
　 ・割賦債権

（独）鉄道建設・運輸施設整備支援機構における、割賦債権の減　等

235,830億円

36,137億円

～主な科目の内訳～

8,626億円

20,425億円

3,008億円

116,633億円

62,652億円

1,448,161億円

401,568億円

8,546億円

3,368億円

【貸付金】

30年度末 元年度末

現金・預金 44,617 55,841
有価証券 17,928 14,158
たな卸資産 6,889 6,792
未収金等 15,525 24,625
貸付金 275,881 279,345
破産更生債権等 3,210 3,183
割賦債権 26,494 25,189
貸倒引当金 ▲ 2,423 ▲ 2,859
無形固定資産 5,666 5,953
有形固定資産 2,154,756 2,171,094
出資金 949 1,012
その他の資産 551 627

▲ 100,000

400,000

900,000

1,400,000

1,900,000

2,400,000

【有形固定資産】

（単位：億円）

0

【割賦債権】

合計：255兆49億円 合計：258兆4,966億円
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負債

　主な増減項目について（対前年度末比：＋1兆3,271億円）
・債券　 49兆8,455億円  （前年度末比：＋7,817億円）

・・・

・その他の負債 2兆8,756億円　（前年度末比：＋9,685億円）

・・・

 　　・（独）日本高速道路
  　　保有・債務返済機構

　　・（独）住宅金融支援機構

　　・（独）鉄道建設・運輸
 　  　施設整備支援機構　

等

　　・（独）都市再生機構

 　　・（独）日本高速道路
  　　保有・債務返済機構

　　・（独）鉄道建設・運輸
 　 　 施設整備支援機構　

等

（79兆1,417億円）

(独)住宅金融支援機構における、債券の発行による増　等

国土交通省における、前受公共施設等運営権対価収入の増　等

246,231億円

196,367億円

14,571億円

～主な科目の内訳～

95,687億円

45,192億円

44,746億円

30年度末 元年度末

未払金等 17,606 16,229
債券 490,637 498,455
借入金 233,898 232,254
退職給付引当金 10,494 10,012
その他の引当金 6,358 5,656
他会計繰戻未済金 78 52
その他の負債 19,071 28,756
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（単位：億円）

【債券】

【借入金】

合計：77兆8,145億円 合計：79兆1,417億円
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省庁別連結財務書類　フローの状況（業務費用計算書）

費用

　主な増減項目について（対前年度比：▲1兆4,048億円）
・売上原価 2兆1,796億円  （前年度比：▲1兆1,885億円）

・・・ (株)東日本高速道路における、売上原価の減　等

・減価償却費 4兆5,779億円　（前年度比:▲5,654億円）

・・・ 国土交通省における、減価償却費の減　等

　　・(株)東日本高速道路

　　・(株)西日本高速道路

　　・(株)中日本高速道路

　　・(株)首都高速道路

等

　　・国土交通省

　　・（独）鉄道建設・運輸
 　 　 施設整備支援機構　

等

　　・国土交通省

 　　・（独）日本高速道路
  　　保有・債務返済機構

　　・（独）鉄道建設・運輸
 　 　 施設整備支援機構　

等

（13兆8,388億円）

～主な科目の内訳～

11,633億円

9,976億円

9,370億円

5,217億円

37,938億円

321億円

31,203億円

10,069億円

2,046億円

30年度 元年度

人件費 4,665 4,686
繰入額 935 780
売上原価 33,681 21,796
空港等整備費 520 861
補助金等 32,470 35,921
委託費等 153 151
他会計への繰入 1 1
庁費等 2,699 2,821
減価償却費 51,433 45,779
支払利息等 7,465 6,634
その他の業務費用 18,410 18,953

0
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140,000 【売上原価】

【補助金等】

【減価償却費】

合計：15兆2,437億円 合計：13兆8,388億円

（単位：億円）
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連結対象法人の範囲と会計処理について

   　　 ※平成30年度連結財務書類における連結対象法人は以下のとおりです。

〇特殊会社　 8法人
　　・新関西国際空港株式会社
　　・成田国際空港株式会社
　　・東日本高速道路株式会社
　　・中日本高速道路株式会社
　　・西日本高速道路株式会社
　　・首都高速道路株式会社
　　・阪神高速道路株式会社
　　・本州四国連絡高速道路株式会社

〇独立行政法人 15法人
　　・国立研究開発法人土木研究所
　　・国立研究開発法人建築研究所
　　・国立研究開発法人海上・港湾・航空技術研究所
　　・独立行政法人海技教育機構
　　・独立行政法人航空大学校
　　・独立行政法人自動車技術総合機構
　　・独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構
　　・独立行政法人国際観光振興機構
　　・独立行政法人水資源機構
　　・独立行政法人自動車事故対策機構
　　・独立行政法人空港周辺整備機構
　　・独立行政法人都市再生機構
　　・独立行政法人奄美群島振興開発基金
　　・独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構
　　・独立行政法人住宅金融支援機構

合 計 23 法人

　
　 連結財務書類は、各省庁の業務と関連する事務・事業を行っている法人を連結対象としています。
　 なお、この各省庁との「業務関連性」により連結する独立行政法人などは、『各省庁が監督権限を
有し、各省庁から財政支出を受けている法人』(以下、「連結対象法人」という。)とし、監督権限の有無
及び財政支出の有無によって業務関連性を判断しています。
　 また、連結に際しては、本来であれば会計処理の基準を統一することが望ましいと考えられます
が、事務負担などの観点から困難であるため、基本的には、連結対象法人の既存の財務諸表を利用
し、連結対象法人に固有の会計処理について、連結に際して必要な修正を行った上で連結していま
す。

○連結の際の具体的な会計処理例
　 国の会計においては出納整理期間が設けられており、出納整理期間中の現金の受払等を終了した
後の計数をもって会計年度末の計数としていますが、連結対象法人では出納整理期間が設けられて
いません。このため、連結に際しては、国の会計年度に合わせて、連結対象法人においても、本会計
年度末に国の会計との出納整理期間中の受払等は終了したものとして修正を行ったうえで、連結対
象法人への出資金や運営費交付金等の相殺消去を行っています。

21


